
真光寺川通信 
８月号--通算第１5９号-- ２０１5年８月 9日    

楽しい夏休みの思い出に！ 

真光寺川まつり 開催される 
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………………………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 月２５日（土）下堰親水において「真光 

寺川まつり・２０1５」が、炎天下の中

にぎやかに開催されました。 

 0時、山本代表のオープニングのあいさ 

つで、いよいよ“まつり”の始まりです。 

川辺では魚とり、魚釣り、水鉄砲遊び、笹

舟流し、プール遊び、子どもたちの歓声が明

るく響きました。子どもたちの一番人気は魚

取り。オイカワ・エビ・ドジョウなど、中に

はモクズガニを捕った子もいました。 

広場ではこの川で生息している魚やエビな

どのミニ水族館や真光寺川の魚・植物・鳥たち

の写真を展示しました。特に水族館ではオイカ

ワのオスが美しい婚姻色に変身して、ひときわ

子供たちの目を引いていました。変わり者のス

ッポンもかわいい顔で泳いでいました。 

10 時 30分から、今年も投網の名人がコイ

取りを披露する予定でしたが、子供たちが川の

中でバシャバシャしたせいか、いつもは沢山い

るコイがどこへ隠れたのか、大人が 3人がかり

で探しまわったが見つからず、子供たちが見

守るなか残念ながらコイを生捕りにするこ

とはできませんでした。 

11時30分からはアトラクションとして

神龍会の皆さんによるまつり囃子の実演が

行われました。神龍会は川の近くにお住いの

神蔵喜代勝さんが中心に女性や子供も参加

するアトホームなまつり囃子グループ。笛や

太鼓のお囃子にのって獅子舞やおかめ・ひょ

っとこのユーモラスな踊りを披露してくれ

ました。終盤には恵比寿様のタイ釣りにあや

かって子供たち参加のお菓子釣りを楽しま

せていただきました。10数名の子供たちが

おかめ・ひょっとのリードとお囃子に乗って見

事にお菓子を釣り上げました。子どもたちは大

喜び。普段なかなか見れないお囃子の面白さに

大きな拍手がわきました。 

 年は昨年に続き、通算 1２回目の川まつ 

りでした。200名近い参加があり、大人

も子供も夢中になって川遊びを楽しんでくれ

ました。スタッフ一同「やってよかった」、猛

暑も吹き飛びました。これからもきれいな、子

供たちのふるさとの川になるよう取り組んで

まいります。市民の皆様のご理解と支援をよろ

しくお願いいたします。 

（文：黒田健夫）      
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お囃子に乗って！お菓子釣れた！ 大きなモクズガニに見入る子供たち 一番人気は男の子も女の子も魚取り 

子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカポスト： お礼 

６月～７月は鶴川 5丁目の立石様・ 

本田様、真光寺川 3丁目の仲村様から 

のご寄付に、めだかポスト・一木会から 

のご寄付を合算し８，１４１円でした。 

当会の活動に対しお寄せいただいた 

ご厚志に深く感謝いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月・７月の清掃報告 

６月１４日は、天気は曇り、１２名が参加して１６

袋のゴミを拾いました。小魚は少なめでしたが、下

堰親水では親子４人連れが魚取りを楽しんでいま

した。「エビが取れた！」と喜んでいました。 

７月１２日は３２．５度の晴れの暑い日でした。 

１５名が参加して１０袋のゴミを拾い汗を流しまし

た。水綿が多く発生していましたが、オイカワが沢

山泳いでいました。オハグロトンボも水辺にたくさん

飛んでいました。 

９月・１０月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆９月１３日（日）、１０月１１日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

     

●川崎治水センターから河川グッズ贈られる 

６月４日 真光寺川の川崎市部分を管理している神奈川県横浜川崎治水事務所川崎治水センターから清掃

の際に使ってくださいと軍手や火ばさみやボールペンなどの河川グッズをいただきました。 

●真光寺川まつりに合わせて草刈りをしていただきました。 

真光寺川まつりがおこなわれる下堰親水は雑草が勢いよく茂っていました。今年も下堰親水の管理者である東京

都の南多摩東部建設事務所にお願いしたところ、まつりに合わせて草を刈っていただきました。助かりました。 
 

 

有難うございました 

真光寺川にヘビトンボが生息か 
 

 

ようだ。成虫が飛ぶ時はトンボと変わらないが、留ま

っているときはトンボと違って羽を後ろに曲げて背 

 

 

 

 

 

 

中に並べることができる、一般のトンボとは違う昆虫

でした。貴重な情報提供、有難うございました。 

5月 30日、能ｹ谷 7丁目にお住いの方から、ヤ

マトクロスジヘビトンボを自宅マンションの廊下

で発見したとの情報がしただ橋に設置したメダカ

ポストに投函されていました。ヘビトンボの幼虫は

清流の水生昆虫なので、真光寺川で幼虫時代を過ご

し成熟して飛んできたのかもしれない。アミメカゲ

ロウ目の絶滅危惧Ⅰ類で、体長 4 センチ、羽を広

げると 10㎝。幼虫は肉食性でヘビのようにアゴが

強く、古くは孫太郎虫と言って子供の疳（カン）に

効く民間薬に、珍味として食用にした地域もあった

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治    

事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269             

（ご意見・問合せは黒田までお寄せ下さい）           

☆真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail  

http://www.shinkojigawa.com/ 

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com 

 

 

ヤマトクロスジヘビトンボ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%96%B3
http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

